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13. 二 i 11 f I 、 1 迅図 修Jり囁（ シア トル必術館）

Two l伽恥 C図d a While P. 叫

<Bcfore Tr eat ment >

(Seattle Art Museum) 

] 4. 修JliJ_後

<Arter T rcal mcnt >
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所）i':: 位 ： シア ト）レ入術介'i°\
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作 贔， 名 —. i11f I'I 迫 !xi

1I 11I 1 質 糸ll~叫'j"- 色

11.'j: 代 鎌介 1 1 \: (~ ( 1 4 111 :紀）

）リ., 1ｷ ) 1H: 収,: シ ア ト ）レ必術創".;

修即施 I 株式仝ネ I : 'rI I I ) し i i 『 ‘罰

Jt)J '!'"ｷ); 父 1 7 イ I '·6 J l ~ 'V· !1父 1 8 イ I '· 3 J l 

施 I .場 ）り1· 叶£ り(れ llf, ~£ 1メ I. 肌 f i~ l~Jll 3 -

斗こ り (I,q 1'f 1 · i_1/ 牛勿創·,.- ,)、l イl釜 」'I'. 、全'

＊ 修理前の状況

寸 i」~ ~ ゞ 甜又 係従 82 .Ocm 

枠外 縦 J62 .4cm 

桜L 39.7cn 

柚: 57.5cm 

J I多；I犬

衣装裂

韻装（廿i' lili' i'; 装の 1li 1!1 枠 • 発装 ；·m 分 を 断ち、祖'. i に貼リ

中廻 し ： 礼膨在地,ic: 尽 くし龍飛紋令袖I

糸念 J也 : 礼り クu也 ·1;且紋糸変

小 ,111 : ,,, 祝色1!屈地

製 本 本製

R ク リ ル人リ

ト地 骨本地係I I. { 

災貼 り i農 iijj 他地、島の （紙

ト・ 1J長り 柘紙 2 }怜

災打 ち ) lJ L 災打 ち ：柘紙

J\~ 虜打ち ：桔紙

,,, 災打 ち ：柘紙

総災打ち ： 桁紙

袖修絹 なし

折れ伏せ紙柘紙

保イ（箱 なし

廿 1 i蒻

れ て い る ）

(~ 朱） l"- 111 ) し 好' i 党：

llll 1''1 J此

・ 過去の掛輻装イ L立ての際にできたと 息われる柚折れ跡に沿 っ て 、料糾の切れや欠失が、 ーがる）所に 兄‘
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図 J (1砂l!. 1i i j

Fig. 1 Before Lrcalmcnl Fig. 2 /\ 「 Lc r Lrcalrncnl 
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れる 。

・ 絵具の糾洛がみ られる 。 l『 に店） l粉の、依lj 治が花しい 。

． 木紙料釦 に人 きい欠久箇 ） iJ1か多数ある 。 祉1糾が施されておらず、クし失箇所を II 立た なくする ために 、

肌公紙に 11'1」如，月い絵具が祢 られて い る 。 また、 場所によ っ ては彩色や廿＼線の /JI I 釘\のされている 箇所 も

ぁ ，o.l 0 

ｷJI I 11 I (1 j Iｷ. 部、欠ill i'~il!J,';·J I川 、 ）， ' ;-j 辺 の糸I\ の 乱れが 竹 し し ヽ 箇所があ

＊ 修理後の状況

、 1 · i1、:

本紙

表 具

縦 82. 2cm 枇

縦 1 6 1 .Ocm 横

9. ぷcm

A.4cm 

形 武 廿1, 1 1 1闊 装 仏 jlI ij イ I : 立 て 二段よ具

表装裂 I 卜 廻 し il/j 他、地辿 ，' 1「 )，仔，'i'(紋令悩I

風 ヽ：：;: J,i] I 

総地 茶地辿，,,,,;飛化喰島紋緞(-

刺 I 竹 辿 ，°I"!紋令銚令令 ,11111 (ｷ,,:,,ｷ 人鮫製 ）

州＾： 令 辿 ，•, •,;JI;'_! 金緩令 （凩艮一製）

糸 II・

11~~,,j· 

災 1' 」 /lJ L 災紙 ： 地文磁紙 久 小． ・ ！ ．翡染ダ

J杵災紙：）こ栖紙 ] J11 J I J 矢 II (染め

仙修糸ii

折 i し伏せ紙

1呆イ/-年fj

J\''.' 災紙 ： ）d1叫紙 2 J11I El 

中災紙 ： 美札り紙

総裏紙 ： , ; -暑陀紙 ~: 11'1物染め

人 I ・．劣化糸il くぬぎ ・ !V;染め

洲i 必ば紙

柿l材人巻芯 ・桐材 i: J j 龍箱

1!1 '1" 1 浄瓜；イIi l! i' i り ,,吹

（岐 ］＇， ． 」支 谷 ） II 聡）

(}JII 1ｷ.: T ill ) し i i' i· ' ; 店）

（奈艮 !ｷ.: 了r i1 :_ — · )

(}JII , ·. : 'l'-- 111 ) し i i' i· '; ; :.:)

（奈艮 1·.r-ri 1:_—·) 

（奈艮 Iｷ. 在: 11 ・:_ ― . )

（奈艮 柑，,; 1J Lj 弘、 1iｷ) 

(}JII I~ : ' I', I 11 ) し i i'i•'; 位）

（岐 1 '1 し 」支 谷） II 聡 ）

(~~ り( A JJ又 爪: )、dll S 1".JA) 

作業工程

l . , V ,1i]杏 . ~ じ録

、j払や祖似状態などの修JIJ !. ri1i 状況 を 記鉢 し 、本休の状態について 4 X 5 リ バーサルフィルム （全

休）、 35mmネガフィルム 、 デジタルカメラ (/'iii 分）、')、: 1本副微餃（絵具）、 ,)ド外線撮影などを行い 、

糸Ill かな廿立彩記録を 行 っ た 。 また、 Hli切箇所はその位 i位を記録した。 修JJJI記鉢は修理中 も随時取り続

けた 。

パッ チテス ト を 釘 い、絵具の 定牙＇＇［『し合や朽れの移り 具合を 晶lべ 、 修 J1)1 の作業順序や方法を検討 し

|
-
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2. 本紙 ・ 表装裂地の取 り外し

削装 を 解休 し、本紙に 切り紺．がれた衣装裂 こ‘｀と 骨卜地か ら 外 した 。

,_,. 依lj 落 ii ·• 

彩色部 に 牛 II蓼水浴液 1 % (軍 ：八比 以 卜詞省略） を 裕布 し、乾媒後、 1 り炭 ' I ·. II蓼 水浴液 3 % を 喰イり し 、

依lj 洛 止めを した 。

4. frl伶休

木紙 と 衣払裂地の切 り 継 ぎを 外 した 。

5 . 剥落止めお よび汚れの除去

牛膠水溶液 1- 3% を 塗布しながら務生紙の上 に吸い取り紙を 爪ねて、余分な伽 り とそ れによ り粋

いた本紙の汚れを移し取り除去した。

剥落止めは各工程に於いて絵具の状態を点検 しなが ら 、 必災 に）心 じて紐り返 し施 し、 允分佗屎 さ せ

6. 旧裏打ち紙の除去

裂面より、 室温の濾過水を刷毛にて餃布 しで/ i苓＜ 礼蔽 り を りえ 、桜省剤の利j を 弛めた I ·. で 111 総必紙、

小裏紙、増裏紙を除去 した。

修理作業には全体を通してCUNO製の糸巻 き タイ プフィ ルタ ー径0 . 5µ 及 び、 束立状話骨炭 カ ー トリ

ッジ フィルタ ー にて溶解ガスや有機物 を 吸布 して、鉄分、 J-)11'~ 索 などを 油：辿除 L した iJ慮過水 を 川 い

7. 糸 i¥ II の調整

p.l1H(1i_lｷ. 部で料絹の乱れがあ る j:訂i, 所のうち 、 ,)ド外綜' lj'.真で確認、 した 11]祝光綜では兄 えな い ~- i' r'i綜の 乱札

を 、料絹の旧肌裏紙ご と取リ 外 し、 亦外綜叫像でfi'(ri 認 し な が ら 適 正 な位 ;;外 に貼 り）ノ↓ した 。

その他、料絹が著 し く 丙し i し て い る 悩YJ祈 を 、 熊J・用のな い範 !JI・1 で適 正 な 爪,:;;r;: に ）人し た 。

料糸il の移動につ しヽ て は修Jlj!_ l1:;信督名 と 協議 し 、 1 J・っ た 。

表打

111 JlJ じ必紙除去は、木紙料釦、 彩 色の 1応疫のため、衣打ちを 1iｷ っ た 。

衣 I(1 i よ り、 布洵苔 を 川 い て化繊紙お よ び柘紙で表打ちし 、 11 I JJJL 災紙除ムの低化 を した。

111 /JJL 災打 ち紙の除L

災 I(1 i よ り、極少 ： 代の i廿11, /1. の iJ.,屈過水 を 、小 さ しヽ 川 i栢こと ;°\: I I 分的 に喰イI i して 少 しずつ糾がし、 111 /l/ L 災紙

本 除 L: した 。

I 0. fJ「 )乱. /I) し 公オ l ・ レ.)

本紙に 祈も'iJJ を 川 し 、て 、 ;'•-'! Xi農紙にて 新規に ） Ii し 必打ちをした。

祈規Ill L 災紙は 、 JII 11 I (1 j のい） J:I 気 を 出 きる 限リ 変 えな しヽ範 I J J:I で 、 兄 く なる ように 、 f1 1'1物染料 と糾に

— -— 
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て 色味 を 閤l叱各して 川 いた。

新規）jJ し裏紙の色は、所）l淑名及び修刈囁督名と 協叫し、 i)喜こした 。

公打ちの桜沿には、介て 1 1拠柚j (小麦粉澱粉樹j) を 使川 した 。

11. 衣打ち紙の 除l、.

直z: ·J菜後、衣1· j ・ ち紙、化洵衿を除1、した 。

衣打ちの際の イ1i i11i 苔のク リ ーニング効呆 と 、 i りれを含んだ水分の移川） によ り、 JI 1 1111' 1i 仝休の経 り ・(/)因

れ を 複1 1 :紙 に移 1)J し、緩和 させた 。

J 2. r, IIJ 糸 il

本紙利• 糸il の 欠久 闊｛および本紙廻り に、あらかじめ欠廿 i 咋l l の ） 1多に 切 り抜しヽ た ）'- Iｷ. 劣化糸il を、本紙の糸Il 

II に介わせて、本紙ふ（］から J哀めた 。

補修糸i 1 は、本紙料糸I l に 糾繊が似て しヽる 人 「 劣化釦 を、 本紙の地色 に介わせて 仰＇［物染料· と ］ ，翡 にて 氾

』,';j 格 して ） ll い た 。

13. J 曽 災H ち ( 1 111111 )

古 fi',J J を J ll しヽ て、美栖紙にて l 111! 11 の J1怜 災打ちをした。

恥',, リ繹紙は 札＇［物染料にて 染めて、 \I111 I (1 j のい） \:I 氣を 人 き＜変えな し ヽように色味 を 批l 出各した 。

14. す）『; f, し伏せ

111 衣装のす」卜 111,'i'; 装 11 、 1員こできた折几箇所に 、 訓 < J& I~ 呪した 州）詞訊紙 を 応(1 j よ り‘ り てて 、 折れ伏せをした。

15. Jf,i ば~ i - r ち ( 2 1111!! )

古籾） を ） ll しヽて、文栖紙にて 2 1111! I の J1汀 裏打ちをし、仮阪 り りし媒 した 。

16. 衣装裂の選巫と 訓，j 北各

所）l泌者及び修 Ji!!_監督者 と 協議の I ·. 、 JIi i薗および11、芋代性 を 打 ）息 し、 作,', 介 に ~= iI J心 し し ヽ 衣装裂地を選~i 、

祈，訓 した 。

祈粛lの よ装裂地に、祈朴~j を Jll い て 礼り）こ濃紙でJjJ し災 ~- jちを 、 古朴i)j を ） ll しヽ て J翡叫紙でJ(•'.裏打ちをしに。

L 7. 断ち合わせ 、 切 り猷 ぎ

本紙 と よ装裂地 を 1祈 ち 合わせ、新liiJJ にて り） り継ぎ した 。

18. 1j1 裏打

古利l を 川 いて、 羨栖紙にて 中裏打ちをした。

19. 総裂打

古朴~j を ） ll いて宇陀紙 と 土巻糾にて総裂打ちをした。

数同の返し りK りをし、 ―I ·分に乾媒させた。



図 3 修）m前

ら れる 。

Fig. 3 Before treatment. The silk is nol aligned around 

the lost areas of the silk support 

20. 補彩

補絹 t~,所に地色合わせの袖彩 を施 した。

21. 1L Iｷ ・しず

風悩を縫製 し、 軸枠 を 削 り、祈』，l;j の 刺11\ を 取 り 付け た 。

発公、 判I枠、 風ヽ悶、銀、 /Al ';金、紐を取り付けイ I : Iｷ. げた 。

22. 収納

修J1i!_ 、n~: 1 ;· 1 s3

折れの J" IW と 1[又り 扱 いかよリ安令になることを 11 的 として 、 桐材人巻心 を新』刈 して取り 付 け、 羽＿．

菫の包み裂 に己み、新』月の収納箱に納めた 。

収納箱は、氣密性が保たれるよう 枷！材印 簡箱で 、 また 、 箱の祖似 J'- 1坊 と l l)j /1屈のため 、 ,,, 性紙イI i貼 リ

似 を新枇l した 。

23. 修J州後の叫録 ・ 1蔽彩

元成‘伍真 を 柚妙診し、修Jlj!_後の 、 「法などを 出録 し 、 fix~ I ;· I 印 を イ1戒 した 。

今回の修復で得た事実その他

• 本作祉， には、 以前 は廿,, ,,,闊 装であ っ たと 、思 わ 几 る 衣装裂地の り） り縦 ぎや、必打ち、折れによる料釦の欠

柏か兄 ら i した 。

今 1川 の修J用にお し ヽて 、視状の糾装から 本オくの 4」 1, ,1w; 装へのイ I : 立 て 1化 しを 1iｷ っ た 。

• I)依外刷蔽；ji・クによ リ、 1 什 i11 ( 1 i Iｷ. 部 に 見\綜と 、息 わ h る 枯'j線が{i'(((認 さ i した 。

糾の乱れ、 を 正す際に 、 11f祝光線で確認できな い 」胄i綜 を 、 1が外綜JiI iJ像 で確認 し ながら適 正 な位 i位 に貼 り

）火 した 。

糾の見れは ）及る 場所が{i'{(謡忍できる範 IJ l :j で）べ し 、 JII iJ I 川 の 』，','] (- を 照 えた 。 （図
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'ilk infills and 

図 9 修J'lt後 外外紛切真糸il の乱れを ， 1 :_ す 院、 ,Ji;外紛訓I

像でれ'i'i線 を確認 しなが ら 適 正 な位ぶ＇，； に貼 り仄 した。

fig. 9 When correcLing Lhe weave of the silk, Lhe l111~ ・
were reslorecl Lo their proper places while referring Lo 

infrared images 

ー］

図 6 修 f'l!.1 i 1i (1 : .1 .1,' 1/ 真

Fig. 6 Before Lrcalrncnl. Black ancl while photograph 

図 8 (1多 J 'I!.後 ( I ~ ｷ'ｷ'', び 真
Fig. 8 /¥ftcr t,ｷcalrncnl. I う l ac k c111cl white photograph. 

図 10 修 Jljl_ 1j 1 j

Fig. 10 Bdorc lrca しmcnl
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図11 修叫 11 1 111 肌製紙除L 中 木紙料絹欠廿闊l l の /)JL公紙 l'.i<ll2 修JII/_ 後 111 / )JL 災紙 は取 り外 し、オリ ジナルに仄し

には 、 袖彩、 ヤ麟'、[かされてしヽた 。 た 。 ぶ）「）乱幻 l・ち後、 A 1: 劣化糸il にて r,, n 糸 i l を 施 し、徽， J,';) 丸各 (/

fig. 11 During treatment. Removal of the old Iirsl fill'. 彩を 1jｷ って 、 p l111(1j の 説，j和 を 図 っ た 。

lining. The lost areas of the silk support had been 

inpainlccl and/or infillecl 

Fig 13 Fronl surface. Flesh of Buclclhisl figures; 11mzm 。

s/1i!.:i. 兄 I、） iL に 。

s/1iki. Lriycrs or brownish pigments bclicvccl lo I 

1 1m::r1i:、J1il~i were rouncl in a,ｷcas such as し h e walcrrronl, 

「 l a m e, palace, r1ncl th e 「 l csh o 「 L h c 13uclclhisl rigu1ｷcs 

• 本紙料糸I l 欠オi lf'il> の JjJし災紙には多くの 祉i ~代 、 袖彩が兄 ら i した 。 ( l ";< IJ 0 - 1 2 )

糾n代、何n彩こと III JJJL 災紙 を収リ外 し、 II11ｷ11(1 i をオ リ ジナルに戻した。

新規公打ち、 補糸ll を 施 した後 、 地 巳合わせの 袖彩を施 して令 f似 :ヽ(l) I訓和 を 図 っ た 。

· iHI 祇、 火 ＇）：名

., か 併

、,, :,,·殿および仏 l原の 肉 4irn 分などに、公彩 巳 と 、息 わ i しる 褐色系の ）複'.i 料）iり が兄 られたが、 it~

、 確認、 しづらしヽ ；、；： / l 分が多か っ た 。 （ 図 13, 14) 
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Tioo Ri11ers r111cl a While Palh 

Conservation Treatment Report 

')'  l,cg,stralion number 

Titl 

Media 

Time period 

、 o ll ec L i o n

6 .182 

Tluo Rivers and a W/1ile .I初/1

!or on silk, framed panel 

Kamakura period (JL!Lh cenlury) 

Arl Museum 

Masaki Uancla 
llancla Kyuscido Co., I 、 lcl 

TreaLmenL unclerlaken by 

TreaLmenL period 

LocaLion of LreaLmenL 

IIancla Kyuseiclo Co., Llcl 

June 2005 -March 2006 

nservation Sludio, Tokyo Nalional Museun 

13-9 Ueno Park, TaiLo-ku, Tok 

* Condition before treatment 

Heighl 82. 0cm'Nicllh 39. 7cm 

I-Icighl 162. 4cm Wicllh 57. 5cn 

Forma t、

MounLing [abrt 

1lcr fram 

Inner framework 

Verso paper 

p aper covering 

the inner framework 

Lining 

Silk used for mending 

Mounted on a framed panel. (The jilm bo11 [ bo し lom wooden rollcrl ancl 

hassott [lop wooden slave] o f し h e hanging scroll arc clclachecl ancl lhc scroll 

mounted on a vvoodcn lallicc core and framed.) 

加 II収秘uas加 (ouler border) : Gold brocade w i しh !rrlwmz11/mshi ;,incl flv11 

dragon palterns on a lighl brown background 

ｷouji: Cloud and monaya pallcrns on a I ighl brown background 

Kos11ji (narrow side s し rips) : [ncligo blue, no pallcrn 

Wood and acrylic 

Wooden latb 

Ko!cimoegi paper 

Koza paper, double-layered 

First lining: Koza paper 

Subsidiary lining: }くozo paper 

Overall lining: Koza paper 

Final backing: Koza paper 

NIA 
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Crease reinforcemenl paper f<<"Jzo paper 

Storage box N / /¥ 

Darnag 

ｷPort10ns of し h e silk supporl arc lorn or losl all along lhc horizonlal cracks, which arc believed lo 

have been [ormed when lhe hanging scroll was mad 

ｷPigmenls have flaked o[f. ln parlicular, lhc while area 

ｷThe silk supporl o[ lhc painling has a number of large areas of loss. Silk in[ills ha 

applied. Black pigment has been applied direclly onlo lhe firsl lining in order lo make しhe losses less 

noticeable. Some colors and outlines have also been added lo parls of the paintinN 

ｷThere is notable damage to the silk around the losses in parts o[ the top portion of lhe painling 

* Condition after treatment 

Dimensions 

Painting 

Overall 

Format 

Mounting fabric 

licighL 82. 2cm ¥"l¥TidLh 39. 8cm 

1-TeighL 161 . 0cm WidLh 54. 4c r』

Ilangi1 1nl1ng 

ncl arabesque pallerns on a 111oegi 

ralivc slrips) : Same as abo 

,J00lf}i: Lolus and hanalmidori pallcrns on a brown background 

]ik祝s加 (ro ll er knobs) Gold-plated mclal roller knobs wilh lolus pallern (Macie by Kagami 

/liyairi) 

Zagane (metal fittings) Lolus shaped golcl-plalecl mclal 

Cord 

Lining 

Final backing: (/, 加 Pel

ilk used for rncnclinv 

Talmbolm cord 

Firsl lining: Thin Mino paper, dyed wiLh y(ls/w and s11111i (Made bv SaLoshi 

Hasegawa, Gifu) 

(Processed by fiancla Kyuseido Co., LLd) 

Firsl subsidiary lining: Mis11 paper, dyed w i しh yas加 (Ma ci e by Shoich, 

ara) 

I by I Canela l(yuseiclo Co., Lしcl )

(Macie bv Shoichi 

、 kubo, Nara) 

uki Fukunishi, Nara) 

I silk. clvccl with oak and s1u11i (Processed by Jlancla Iくy use id

Lld) 

nl paper 

Thin /1111110 1 'aloshi I lascgawa, Gifu) 
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'Loragc box Paulownia roller clamp, paulownia i訂o box (Made by J utaro Osaka 

Studio, Tokyo) 

Cloth covered case made of acid-free paper 

Treatment processｷ 

I . ExarninaLion, docurnenLaLion 

ｷThe condiLion of Lhe arlwork before Lrealrnenl including Lhe dimensions and clctrnages were recordｭ

rs;:1 I 「 iIm ((or Lhe overall 

rLain ])ctrls), stereo microscope (for 

Also, Lhc location o 「 d a mages was recorded and 

rocess when , 

Lhe slrengLh of adhesion of Lhc pigrncnls lo the supporL and Lhe 

poss,bilily of slain rnigraLion in order Lo clclcrrnine an appropriate coursc o 「 l,ｷcalmenl. 

isasscmbling Lhc [ ram 

ｷThe frame was disassembled and Lhe painLing, along wilh Lhc rnounLin.tt fabric lhal had been cut and 

iL, was delached from Lhc wooden l a LLi cc 「 r a n

、 o n so liclaL1on 

、.,o lu l i o n o(1% (bv weighl [hcrcinaflcr Lhc same nolalion]) 

painling was dry, a solulion o[ 3% cow hicl 

pigrncnls were consol id a led 

ti. Disassembling lh 

ｷThe painling and lh 

mounl1ng 

of rnounling [abr1 

5. Consoliclalion and removal of cliscoloral101 

was appl icd to th• 一＇

rluc was rcappl icd and the 

ｷ¥i¥Thile applying a solution of J-3% cow hide glue, excess moisture and cliscoloralion were absorbed 

w i しh b l o し te rs through a protective [acing 

uri ng each step of the treatment process, し h e condition of the pigments was checked. ConsoliclaLion 

was repealed when necessary, and the painting was fully dri 

6. Removal o[ old lining paper 

ｷThe old final backing, overall lining, and subsidiary lining were removed by applying fillerecl, room 

-lemperature water from the reverse side using a halc:e brush and lighlly moistening lhc lining 

papers to reactivate the starch pasl 

ｷThe filtered water used throughout the treatment process was prepared using 0.5ｵdiameler 

Micro1Nynd filter and granular activated carbon cartridge filter made by CUNO Inc., which 

removes iron and chlorine by absorbing dissolved gas and organic matter 

. -
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7. 0 「 Lh c silk 

pa,nling, Lhc silk supporl was clisplacccl, causing lines of 

s while referring Lo Lhe infrared imag"" 

ｷThe rcposilioning of areas of Lhe silk supporl Lhal were grossly n吋 sa li gned was kepl wiLh1n a 

reasonable scope. The silk supporl was moved in consultalion wilh Lhe Lrealmenl supervisor 

pplying a temporary facing 

・ A Lcmporary facing was applied in order to protect the silk supporl and painLecl areas o[ LI 

painling during the process of removing the old firsl lining 

Lemporary facing paper made of sy n しhcl i c malerial (/msじ11 、s /1 i) ancl l< i了Z0 papc1ｷWCI 

しh e front surface using seaweed pasl 

ｷThe materials used for the old first lining were removed by locc1lly applying ｷ11 amounl 

of filtered, room-temperature waler [ro rn しhe reverse side and gradually pee l i ng しhem orr 

9. Application of new first lining 

ｷThin Mino paper was attached wilh wheal slarch paslc Lo Lhc painling as Lhc new [irsl lining 

ｷThe color of the new firsl lining was adjuslcd using planL dyes and s11111i in order Lo make Lhe irna 

as readable as possible wilhoul changing Lhe mood o 「 Lh c painLing 

The color of Lhe new firsl lining was clccidecl arLer consullalion wilh Lhe owner a nd しhe Lrealrnenl 

ｷupervisor 

ｷFor all of the applicalion o 「 li nings , 11m11({}it (「 resh wheal slarch pasle) was used 

10. Removal o[ Lhc Lcmporary racing 

・ i\(Lc r Lhc lining was dry, Lhc lcmporary 「ac ing ancl sea weed paslc were rcrnovccl 

1c Lo Lhe cleaning effccl of Lhe scawcccl paslc and Lhc removing o 「 rno i s lure inclucling grime when 

allaching Lhe Lemporary facing, some o[ Lhe grime lhal accurnulaLccl over Lhc years over lhc enlir 

face o 「しhe painLing was lra n s 「e rred しo Lhc racing paper ancl rernovccl 

11. Silk in(ills 

ｷFron, Lhc (ronl surface, irn1clialccl silk Lhal had been 

in し o Lhc losses o 「 L h c silk supporl as well as し he cnl1 r 

12. A叫 i c;-1Li on o 「 f i rs L subsicliary lining 

) 「 Lh c losl areas was 「 il Lccl 

painling. The weave o[ lh 

r Lhc painling's silk SUj)j)O!'l 

I wilh planl elves 

ｷ11/isu paper wets appliccl as Lhc firsl subsidiary lining using aged wheal slarch pasl 
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ｷ1 1"'ing plant dyes, the color of the subsidiary lining was adjusted so as not to dramatical I 

し he mood of the painting 

13. Crease reinforcement 

ｷThinly cul slrips of thin Mino paper were applied [rom Lhe back to slrengthen し h

racked or creased when Lhe hanging scroll was originally mounted 

ILi. /¥.pplication of 

・ Mi、s 11 paper was applied as a second subsidiary lining using aged wheal slarch pasle. The p;.1inL1n .. 

was Lhen dried on a lwribari. 

] 5. Sclccling and acljusling Lhc rnounling fabri 

su1Lablc ror Lh 

pa111L1nfr 

w rnounling fabric, Lhin Mi110 paper was used [or the firsl lining ancl applied usin.l..! whcHl 

For Lhc subsidiary lining, Misu paper vvas applied using aged wheal slarch p,1sl 

16 . .lo1111ng 

ｷThe painling a nd しhe mounling [abric were cul and joined l ogeしhe r using wheal slarch P<lst 

17. Overall lining 

ｷMis11 paper was applied as an overall lining using aged wheal slarch past 

l8. Final backing 

ｷ11da paper and 1twamal,i silk were applied wilh aged wheal slarch pasle us a rinal back111g. 

. j <·aes/1i- bari (Lhe process of polishing Lhe reverse side wilh wax and drying on lwrib(lri) w,1s 

and the piece was fullv clriecl 

19. Inpainl11r 

ｷlnpainling was completed in areas mended wilh silk lo malch lhe ba ｷ1i11Li11v 

20. Finishinr 

ｷF1tlai (decoraLive strips) were sewn on, the jilm bou (botlom wooden roller) was carvccl lo s 1 ;1, 、. ,

and new j • imshu (roller knobs) were aLLached. 

ｷThe l,a!,ej｣!,u (hanging scroll) was completed by attaching the hassou (top wooden stave), Ji/し,, , bo11, 

Juta｣, !,an (metal rings), zagane (metal fittings), and cord. 

21. ~t orag 

ｷTo prevent creases and to ensure safe handling of the scroll, a new paulownia roller cl;.irnp was 
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attached. The scroll was wrapped in /1ab1ilae silk wrapping and slorecl in a newly prepared slorag 

box 

ｷTh 

well as a 

dusl. 

inlcrior cnvironrncnl) a い

paper lo prcvenl damage lo lhc box and enlry of 

22. Post lrcalmcnL clocumcnlalion and photography 

rcporL was com pi led by pholographi ng しhe cornplcLecl scroll and documenting such inf orn1al1011 

as the dimensions of the scroll after treatment 

Miscellaneous findings during this treatment 

、3 oi mounting fabric were found as well as linings and areas o[ Lhc silk supporl LhaL were losl 

due Lo cracks and creases, which suggcsls LhaL Lhc work was previously a hanging scroll. 

In Lhis treatment, the framed painLing was re mounlccl inlo a hanging scroll 

ｷLines believed to be sum｣lines were con(irmccl in Lhe upper surface o(Lhe painling by in(rnrcd 

pholography 

vVhen re噸 lign ing the displaced silk, infrared images were used しo rcs l o re し he si I k lo Lhe11ｷPl"Ol 

places since their placement could nol be dclcrminccl by viewing Lhe painLing's image under normal 

I ighli ng conditions. 

The displaced areas were re-aligned so [ar as Lheir original posilions could be confirmed, and ll 

onclilion of lhe painting vvas rcslored. (Fig. 3-5) 

any 1nfillccl and inpainlecl areas were found in しh e 「 irsL lining of Lhe losl areas o 「 Lh e si I k supporl 

(Fig. 10 12) 

The old [irsl lining wilh Lhc old in[ills 21ncl inpainling was removed and Lhe painting was rcslor 

to ils o ri g ina l 「o rn

「 Le r Lhc new linin科sa nd silk in 「 ill s were applied, inpainLing was complcLccl Lo ma t ch し he base color 

f Lhe painling and dforls were made Lo rnainlain Lhe harmony or LI 

ｷLayers of brownish pigmcnls believed Lo be umzais/1il,i (painLing on Lh 

were 「o uncl in areas such as Lhe walcrfronl, flame, palace, and Lhc flesh of LI 

However, Lher し h e clarnag 

(Fig 

)f Lhc supporl) 

udclhisl figurciｷ 

1IL lo confirm iUｷ 

Translalcd bv J e nni 「e r Kilagawa (Urban Conncclions), cclilccl bv Yasuhiro Oka ancl Regina Bclarcl 
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叫 ( I 逍 j'.i< [

作品解説
束瓜文ィヒ ） ！オ liW;'tJ り1·
i I ti 11 徹:;:, ·

本図 は I.り ・ 善吟撰 『観他lj )1U、J・・経疏』 第 四巻の 11 :_ 、ぷ分牧仰義の 1 翌代観 I ·. ,111 1 1 J ·/ 1 ・： 釈 ・ 廻 I 伺 発1祇 i心秋 v') ,愧明の

な かで川 い ら i した「了詞唸」 を 絵 JI IIJ化 した 「ご.i咀, I 追図」 を 耕i いたものである 。 制作は I · 三 111 .-紀オくもし

は I · j)LJ 11 1 .-紀 1 廿 i 平 と 名： えら i し る 。

仙II (1 i の村i'j成 は 人 き< !ｷ.II I 卜の .. 段に別 オし る 。 すなわち 、 pl11j(ti Iｷ. }j には小 さ＜ 浄· 1 ·.Ct') ' i ,:楼 1札l を 耕i さ 、 JI111 I (1 i 

ト）i/,ｷ: イ ！．に は）希内でふ'i: :牧 ・ 祁，［ ，｝玄 ・ 飲洒 にふける 了．棟の家屈の 小. , : グじ から炎が吹 さ i'i'1 す オ泊 を 耕i く 。 「 '.i 11 J り 匁 」

- いう 「東の い」 の 「娑姿の 火 t 」 をあらわすものであろう 。 ．．棟の家:J.-1{ の 間 には娑姿の放埒 を 象徴する

とさ J.L る 叫の凶しれ ， ！！、）を、 制 しきれなしヽ釘l 竹 とともに」胄i く 。 なお 、 向 か って イ i .荻）社 の 11 1- I ・・ クし には • 匹の松 を

4胄i くが 、＇‘揺味するところは明確でな い 。

I,, 段はイ［斜めh附．図 とな り、娑姿 Ill : 界 の此;;:: と 仏翌，：1{, 怜のしヽる彼 I ド の 間 に ）ゞ河がか紺 たわ り、 ,,, 央 に訓 < . ;j. 

の j'I 道が此 j ド から彼j ド に 向か って 設 さ 1,L る 様(-がl蘭 か/, L る 。こ の j'I 道 を様に 人和［の イ i を 水れり とし 、 向 か っ

左 を 火 河 とする 。 此 j ド にお しヽ ては I' I 追に向か っ て ・ 人 の 1•;り を 追し、つめるように ・:_ )j から 、 .Li\ Iｷ 

野限の ・闊、 贔；蛇の類が押 し‘岱せてしヽる 。 「 ―~ ; 11門肉」に 「 多くの閻賊、、＇應應犬 あ リ て 、此の }'

兄 て 、｝説ひ米り て殺さむと欲す」「A罪賊 、 ：即恥lilr 々に 米リ巫 む。 正 しく 面北に辿 リ 1 じ らむと 欲す i しば忠限

• I ii晶、 ）説ひ米リ 」 とあることと ！！竹）心 しよう 。 忠限の仰を 1 1 1111< Iく ）jが出 、 I 姐蛇 を 4 贔 < Iｷ. J; が北 を ぷ1q~__,. ヽ

1 ' 1 ずと 仏，！芥蔽 を 枯＼ く彼 J·『 は 内 の ;; i となろう 。 「 — ・． 河唸 」 ではその 「 西 の ;;:: 」を「柘楽C') 'jJ 月」 とずる。 t

カみに、 水河のなかには財, i 、・：に収り 圃 ま h、乳飲み (- を経しむ ）⑰',心 を 4 贔 さ 、 火河には 久 を 打将IIする リ｝ を 耕i

れらも 「 ．． 叫聾 」 に水火］りを 「衆生の 貪愛は水の !111 < 、 11m·,汎＇ は 火の 如 く」とあることをあらわし

たものと い え よう 。

娑婆 JII : 界 から水火＿―· 社［の Jj位 に釧 ＜ 水 く 続 く I'I 追 ! ·. には 1•;り が札' j か i してお り、 此 j ド にお し＼ て 札I'賊・ 野隙 • I: j; 

批に追われて い た 1,;り と 詞 ― • 人物 を 児 11 .'i=,, i ] 図 の T法でl',', ' j い たもの と い えよう 。そ の 1竹侶 を 彼j ド におし ヽ て 迎 え

立っ UI I 米 は 「西の j ド の I ·. に 人イ i り て 喚ばふ と ，｝・ふは L!l l ち 弥陀の 1剥 i 、 1塁 に喩ふ」 を 踏 まえにもので、阿弥 1他 U II 

米 をあらわすであろ う 。

彼 ;; i の !'I 道の榜 らで1,;り を 迎 え 立つ阿弥陀如米のイ if- の池には ・人の ，:-:,: 1社が1•;り を 沐浴 させて おリ、）I: 「•• 奥

7 人の 料0 1 1;位を炒らに配 して、 阿弥陀・·. Iヽ に 対 1(1 j する ，！・；打ぶ芯 を 枯'j く 。 沐浴する i';り、対 I(1 j する ，し:,:

社は、いず i しも娑婆 111. 界 か ら 逃れ、 (I 、道を歩んで きた 1,;り が4喰楽の州衆に ）~I I えら ずし て ゆく経辿 をあらわした

ものであろう 。 まさしく 、「二籾l性 」 に 「彼の 1 叶 に牛ずることを 得て、仏 と 相兄 えて ）紺：杯 する こと 何ぞ極

まらむ」とあることと 対応 しよう 。 なお、その阿弥陀三 けの 111 I惰が巫 印 で札' j かれることは 、 二河 ( I 追図の

多く が況法印であることを 息えば、 そこに独 日 の解釈が説えるようである 。

参名文献

加珀／孔滅「二河 ( I追，A論ー その郷甲的背絨 と lxl~'菜糀｝必の問題 ー 」 『美術史』 127 'り 、文仙史‘ヽ芹会、 1990 介

) JI I Jl?i応仰） j 「―•辿における二叫白追図 ー絵訓 と 1義礼のかかわり 一 」 『密教図像』 19',; 、 密教図像学会、 2000 年
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Two l?iu!'rs (Ill{/ r, I V!,ile /J(l//t 

Description of Artwork 

NaL1onal Research InsLiLuLc for Cul Lura! PropcrLics, Tokyo 

This painling is among lhe many depictions of "Niga - Bya~ 叫do (Two Rivers and a White Palh)" -

an image lhal is referred to in the parable in the fourth volume of the Kanmwyo仏ju 一 l,yousho

(Commenlary on the J(anmuryouju-liyo) written by Chinese monk Shan-tao. The painting is believed 

to have been created at the end of the 13lh century or the beginning o(lhe 14lh cenlury. 

The composition of the painling ca, 

At the lop o[ the painting i~-

The middle scclion is a right diagonal composiLion. DepicLcd is a large river which [lows beLwccn 

this Shaba vvorlcl and Lhc olhcr world of Buddha and BodhisaLLva, and in Lhc ccnlcr is a narrow whil 

path leading across Lhc river from Lhis Shaba world Lo Lhc olher world. \Tv ilh し hi s while palh as Lh 

ancl rirc as 「o ll ows : "The love and happiness of people arc vain like waler, and hale is comparable l 

r i r -" 
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t.ancling on the narrow white path between the two rivers of water and fire is a monk. It is believed 

Lha し he is the same monk who is being pursued by bandits, wild beasts and poisonous vermin on the 

bank of Lhis world. His image is depicted using the iji douzu method (a method used Lo show 

en しs in a single painting, capturing differenl actions over time). IL can be said that the 

LaLhagaLa slancling facing the monk i n しh e other world represents "AmiLabha Tathagata, who i 

!ling Lhe monk from the Wesl bank" 

ncl lo the righL of Amilabha TaLhagaLa, who, by lhc while palh in Lhc olhcr world, i 、

slancling in Lhc direclion of Lhc monk, arc Lwo boclhisaLLvas LhaL arc balhing Lhc monk. ln lhc Lop l e[ し

fa monk becoming a rcsiclenl in Lhc Pure Land. l[ one considers Lh al し he /¥rnilabha Talha_galtt in Ll 

11L c 1 ・ （） ［ し h e /¥mitabha Lriacl has his hands in Lhc jo11 i11 (rneclilalion 111ucl,ｷc1) position, whereas 111 

mctny o 「 t h e olhcr painLings or N虞a-Byalwdo he has his arms crossed in 「 rn nl o 「 h i s chcsl with hands 

in Lhc se/J/Jo11-i11 (preaching rnuclra) posilion, Lhis painling rnay be p1~esc11Ling ideas which arc uniqu 

to Lhis painLing 

k八ZUY/\ , Makolo, "J¥.n Examinalion of Niga Byakuclo l)ainling: Problems regarding Lhcir Pictorial 

ntcnl and Doclorinal Background", J3加ls 11s /1i vol.39, 1990 

KATO, Yoshiro, "Ippcn and N1;wr-Byalmclo-z11 (Two l<.ivcrs and a ¥iVhiLc l)alh) 

between Lhc painting and Buclcll1isl Service", T/1 じ ルIf ii仏!.:yo .Z1rzo vol.19 l (yo し0 , 2000 

'on nccl ions) 




